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◇

金銭債権の現物H資で最低資本金ｸﾘｱ

Q:社長が会社に対する金銭債権を現物出

資することによって増資する方法が認められ

たそうですが・・・． 。

-A.:大阪法務局の照会に対して、法務省が

回答したものですが、照会によりますと、A

社は、定時株主総会の直前に行われた取締役

会において、新株60株（1株の発行価額5

万円）の発行を決定し、新株はすべて代表取

締役であるBが引き受けることとなりました。

増資は、A社とBとの間における金銭消費

貸借契約に基づく金銭債権300万円を現物

出資する方法で行なわれ、新株発行は、その

後の定時株主総会で承認され、A社は増資の

登記申請を行ないました。

この登記申請について、法務省は、受理し

ても差し支えない旨の通知を行なったもので

す ⑥

この方法によると、会社が代表取締役など

に対して負っている金銭債務（負債）をその

まま資本金に振り替えることとなり、新たに

金銭出資をしなくても増資が可能となるわけ

ですから、最低資本金をクリアするための有

力な手段となることでしょう。

ただし、現物出資は資本等取引になり法人

税法上は問題はありませんが、各株主の持株

割合が変化するような増資は、新株引受権の

贈与の問題も発生しますので、注意が必要と

なります。時価よりも著しく低い価額で発行

すると、贈与とみなされる価額が高く算定さ

れることになるので、1株の発行価額の調整

も一考すべきでしょう。
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